
























































具体的な解析として、 キリシタン資料 おけ 「おんあい （恩愛） 」を取り上げ、考察した。 「おんあい」は、仏教的価値観からすれ

































































































































年刊 ・ 三省堂） （以下、 『室町』































































































　『日国』で掲出の最後の用例が『礼記』であることから明らかなように、 「じあい」は漢籍由来の漢語であり、仏教語としての用例は挙げられていな 。 『日国』によれば、 「じあい」の国内文献の初出 九〇〇年頃のものであり、以降今日まで用いられていることが示されているが、語義は最初に置かれている「親が自分の子どもに対する な深い愛。また、そういう愛の気持でやさしくいたわること。 」と う意義で通時的に一貫しているという解釈である。本稿との関わりで言えば、こ 語義が キリシタン資料における「じあい」 意義 して妥当な るかどうかが問題となるわけであ が、それにつ は 次節での検討の中で扱うことに として、こ では、 『日葡辞書』の用例 挙げ方が不十分であることを指摘しておく。 『日国』では、 『日葡辞書』から、 「ジアイ」の項目の記述のうち ポルトガル語訳の部分を省き、訓注部分の引用で止めて るけれども、見出し語の訓注が常に見出し語の語釈にもなっているとは限らないので、ポルトガル語訳のところまで引く必要がある。とりわけ、こ 見出し語の場合、 〝イツクシミ
　
アイスル〟という訓注の〝アイスル〟は、
キリシタン資料においては、 いに慎重を要する語である。今日の「あいする（愛する） 」の語義をそのまま当て嵌めて理解するわけにはいかない以上、ポルトガル 訳の部分 で引用しないの
57
は不適切であったことになる。　『室町』では、語義は、 「神仏・親など上の立場にある人が、自らの庇護の下にある人を大きな愛情をもってつつむこと。 」とし、



































































































































































































































































































































































































あるが、後半の〝能々可被慈愛〟は、読み手自身がわが身を労ることを書き手が請う内容になっている。既に見てきたように 『日国』や『室町』や『日葡辞書』で掲載す 「じあい（慈愛） 」の語義には、 『雑筆抄』の〝慈愛〟に適合 意義は 出しが い。キリシタン版『雑筆抄』は、 『雑筆抄』の系統分類で 、前段後段を有する第二類のうち、前段 部分が第一類第二種の『宗叮本雑筆抄』と同系の第二類第二種に属する一本であるとされている
注
注８








































たしかに、 『日葡辞書』の誤釈によれば、 「じあい（慈愛） 」と「じあい（自愛） 」とは類義的ではあるものの、 「じあい（慈愛） 」における つくしみの源が、大きな愛や愛情であることが明示されているのに、 「じあい（自愛） 」の方は、そ ような指定がなく、そういう意味で汎用的であるから、その行為 主体と対象が同一の場合も成り立ち得るが、 「じあい（慈愛） 」の場合は 行為の主体と対象とが同一ではなく、別々で るのが自然で 。当該の〝慈愛〟は、むしろ〝自愛〟である方が、整合的と判断される。キリシタン版 『雑筆抄』 同類同種の他本すべて 〝自 〟 となっているのは、 他本の方に問題があるのではなく、 キリシタン版『雑筆抄』 の 〝慈愛〟 表記の方が本文として極めて疑わしいわけである。「じあい（自愛） 」に関しては、 『日国』や『室町』ばかりでなく、『小学館古語大辞典』 （
1983
年刊 ・ 小学館） （以下、 『小学』と呼ぶ） 、
『角川古語大辞典』第三巻（
1987
年刊 ・ 角川書店） （以下、 『角川』



































































































































































1924 _25 ） 〈長与善郎〉竹沢先生と
　　












































































































































































































































































ẽ que faz algũa obra.
　　
¶ Item
, Poeta que faz bem








 boa traça,ou inuenção no 
　　　
que faz. ¶ G
















































子の如く思召す御大切〟のことにほかならず〝かゝる御慈愛〟の〝かゝる〟の具体的な内容が、 （神が） 〝人を御子の如く思召す〟ことである以上、当該の〝御慈愛〟は〝御大切〟の同義的表現として使われているこ は疑いない。 『日葡辞書』の「たいせつ（大切） 」の項目は、　　
Taixet. A
m













































































































































































































































） 〟 、 〝ゴジア










































































































当該例もローマ字表記のため、 〝ジアイ（自愛） 〟 〝ジアイ（慈愛） 〟の可能性を考えなければならないが、 文脈的には、 聖母マリア 、











キリシタン資料からは、 「じあい （慈愛） 」 の用例は、 僅か五例 （各
資料一例ずつ）しか見出せなかった。他に、 「じあい（自愛） 」の誤と判断される〝慈愛〟を一例確認し 「じあ （慈愛） 」の使
64
用例のあるキリシタン資料を成立年代順に挙げると、 『コンテムツス・ムンヂ』 、 『落葉集』 、 『日葡辞書』 、 『ひですの経』 、 『ロザリオ記録』となる。表記のし方では、 『落葉集』 、 『ひですの経』は漢字表 の〝慈愛〟 、 『コンテムツス・ムンヂ 日葡辞書』 、 『ロザリオの記録』は、 ローマ字表記の
jiai （
Iiai ）の二つに分かれる。









葉集』に関しては、 〝慈愛〟に対しての音訓の付記のみ 、語義や用法に直接継がる手掛りは存しないが、他の用例は、語義の記述や具体的な文脈を有してお 、それらの吟味から 用例は僅少ながら、キリシタン資料上の語義や特徴が明らかになった。 『日葡辞書』によれば、 「じあい（慈愛） 」は、感情や意志として 上位者が下位者を大きな愛情や愛で慈 むことを意味する語と受け取られていたと思われる。そして、 『コンテムツス ・ ムンヂ 、 『ひですの経』 、 『ロザリオの記録』の それぞれの具体的な文脈における「じあい（慈愛） 」のありようから、 「ごじあい（御慈愛） 」の形式で、デウスの 人々へ 愛を、 「じあいす す） 」 形式で、聖母マリアの人々を愛する行為 れぞれ表わすのに用いられており、キ シタン資料において、キリシスト教的愛を表
わす語として多用されている「たいせつ（大切） 」と強い同義性を有していることがわかった。　
漢籍由来の漢語であると見られる「じあい（慈愛） 」は、実は、

















とあり、 〝慈〟に〝愛也〟 注 ある。これによれば、 〝慈 〟の漢詩における漢語と の用法は〝慈〟と〝愛〟は同義的 あり、 〝慈愛〟の熟字は同義を重ねて意義を認めたものということになる。 『塵芥』における「じあ （慈愛） の掲載は、この書が「韻書乃至は韻事の書」 であることと関わっていよう。漢語の 「じ
65
あい（慈愛） 」自体は、本来キリスト教的愛を表わす語として相応しいにもかかわらず、 「愛」を否定的に捉える当時の一般的な状況にお て、 「慈愛」の は、 肯定的な意味であるがゆえに、むしろ控えめな使用に留まってしまったのではないだろうか。注１
　




































































道元の『正法眼蔵』 （一二三一〜五三年成立）に、 「行持下」 、
　　
「菩提薩埵四攝法」に、 それぞれ一例ずつ、 〝慈愛〟が存する。
　　
祖師の慈愛は親
注
しん
子
注
し
にもたくらべざれ。 （ 『道元禪師全集』上
　　
巻・一九六九年刊・筑摩書房・一四二ページ）
　　
愛語といふは、 衆生をみるにまづ慈愛の心をおこし（同書 ・
　　
七六六ページ）
（うるしざき
 まさと／本学教授）
